
（別添） 「欠席日数調査表」活用ガイド①

魅力ある学校づくり〜不登校・いじめの未然防止のために〜

不登校という事象に対して学校がまず取り組むべきことは、全ての児童生徒が学校に来ることを楽しいと感じ、学校
を休みたいと思わせないような、日々の学校生活の充実です。どの児童生徒も落ち着ける場所をつくること（居場所
づくり）、全ての児童生徒が活躍できる場面をつくること（絆づくりのための場づくり）が鍵になります。

（国立教育政策研究所「生徒指導リーフLeaf.14 不登校の予防」より）

観点 取組の視点（対象） 主たる取組

未然防止 全ての児童生徒 集団指導

居
場
所
づ
く
り

絆
づ
く
り

・分からないことが分からな
いと言える
・失敗や誤りを認め合える

など

主体的に取り組む活動の「場」と互いに認め合う「機会」を通して、
自己有用感を高め、心の結びつきや信頼感を感じ取り、「絆」を紡いでいくこと

・安心して話せる
・一人一人の個性や良さを認め合う
・話し合いによる問題解決ができる

など

・みんなの役に立っている、みんなから大
切にされていると実感できる
・思いやりや協力の姿が自然に見られる

など

・一人一人の良さが認めら
れる

・一人一人の発言が大切に
される など

・「分かる・できる」喜びや学ぶ意義を
実感できる授業づくり

・学習規律（時間を守る、聞き方・話
し方のルールなど）の確立 など

・意見交流の場や互いの良さを認
め合う機会の設定 など

落ち着いて学び、安心して生活することができる学校や学級をつくること

授業づくり 集団づくり

相互バランスが重要

（別添） 「欠席日数調査表」活用ガイド②

ＰＤＣＡ×３＝不登校・いじめの未然防止

実態把握
（意識調査）

課題・目標
設定

行動計画

実行

意識調査・点
検

ア 学校が楽しい

イ みんなで何かをするのは楽しい

ウ 授業に主体的に取り組んでいる

エ 授業がよくわかる

・「当てはまる」を選んだ児
童生徒の増加・維持のた
めに何が必要か？

・「どちらかといえば、当て
はまる」を選んだ児童生徒
を「当てはまる」にするた
めに何が必要か？

・「居場所づくり」と絆づく
り」の違いを理解し、生徒
の実態に合わせバランス
よく取り組んだか？

実態把握のための
意識調査

ＰＤＣＡサイクル×３
取組の
浸透度
の把握

点検と見直しの視点

4件法
１ 当てはまる
２ どちらかといえば当てはまる
３ どちらかといえば当てはまらない
４ 当てはまらない

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実態把握
課題分析
目標設定
行動計画

点検
見直し
行動計画
改定

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ/Ｐ Ｄ Ｃ Ａ/Ｐ Ｄ Ｃ

実行 実行

点検
見直し
行動計画
改定

実行

ＰＤＣＡ １ ＰＤＣＡ ２ ＰＤＣＡ ３

意識調査① 意識調査② 意識調査③ 意識調査④

教師の主導による活動

生徒の自発的・自治的な活動

居場所づくりと絆づくりのバランスイメージ
居
場
所
づ
く
り

絆
づ
く
り

教職員が、児童生徒が安心できる、自己存
在感や充実感を感じされる場所を提供する

児童生徒が、主体的に取り組む活動
を通し、自ら「絆」を感じ取り、紡いでいく

教員の
同僚性
の向上



（別添） 「欠席日数調査表」活用ガイド③

グラフの活用手順
【手順①】 グラフから自校の傾向をみる 【手順②】 傾向から自校の取組を振り返る

「魅力ある学校づくり」の考え方① 「新規数」と「継続数」

●不登校児童生徒の取組には、「新規数に着目した取組」と「継続数に着
目した取組」があります。それぞれによって取組の対象や主たる取組が
異なるため、対応するチーム学校の構成員（「教員のみ」、「教員＋専門
職＋関係機関」）も変わります。

●自校（学年）の全児童生徒に対する意識調査を実施し、結果より、自校
（学年）の取組の浸透度を把握する。
※この調査は、自校（学年）の取組と児童生徒との意識のズレを把握す
るために実施するものであるため、必須ではないが効果はある。
※次の４つの視点を盛り込んだアンケート調査は、いじめアンケート等
の項目に入れて実施することで、継続的な把握につながる。

パ

タ

｜

ン

① 

□新

規数 
なし 

授業や学級づくりを通して居場所が作られているとともに、欠席が

続きそうな児童生徒への「初期対応」の取組が有効であると考えら

れます。取組の成果を校内で共有し、対応の継続をしていきましょ

う。 

■継

続数 

増減

なし 

個別の支援について点検をしましょう。今後も一人一人の状況に応

じ、社会的自立に向けて専門家等と連携し、継続的な取組をしてい

きましょう。 

パ

タ

｜

ン

② 

□新

規数 
なし 

授業や学級づくりを通して居場所が作られているとともに、欠席が

続きそうな児童生徒への「初期対応」の取組が有効であると考えら

れます。取組の成果を校内で共有し、対応の継続をしていきましょ

う。 

■継

続数 
減 

不登校児童生徒への個別の支援が有効であると考えられます。取組

のノウハウを校内で共有していきましょう。 

パ

タ

｜

ン

③ 

□新

規数 
増 

欠席が続きそうな児童生徒への「初期対応」の取組について点検を

しましょう。教職員の対応に加え専門家等の早期活用も検討をしま

しょう。 

■継

続数 
減 不登校児童生徒への個別の支援が有効であると考えられます。取組

のノウハウを校内で共有していきましょう。 

パ

タ

｜

ン

④ 

□新

規数 
増 

欠席が続きそうな児童生徒への「初期対応」の取組について点検を

しましょう。教職員の対応に加え専門家等の早期活用も検討をしま

しょう。 

■継

続数 

増減

なし 

個別の支援について点検をしましょう。今後も一人一人の状況に応

じ、社会的自立に向けて専門家等と連携し、継続的な取組をしてい

きましょう。 

 

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パターン①

□新規数：　　なし

■継続数：  　 　 減

前年度

不登校数

４～７月

１０日以上

4～12月

20日以上

4～12月

30日以上

□新規数：　　なし

■継続数：増減なし

44 7

パターン③

前年度

不登校数

４～７月

１０日以上

4～12月

20日以上

4～12月

30日以上

3

パターン②

前年度

不登校数

４～７月

１０日以上

4～12月

20日以上

4～12月

30日以上

□新規数：       　増

■継続数：増減なし

□新規数：　　増

■継続数：　　減

パターン④

前年度

不登校数

４～７月

１０日以上

4～12月

20日以上

4～12月

30日以上

3 52 4

ア 学校が楽しい
イ みんなで何かをするのは楽しい
ウ 授業に主体的に取り組んでいる
エ 授業がよくわかる

4件法
１ あてはまる
２ どちらかといえば あてはまる
３ どちらかといえば あてはまらない
４ あてはまらない

【手順③】 調査から自校の取組の浸透度を把握する

取り組む内容は教科や担任に任せますか、学年で統一した取組を行いますか
エ

留意点

これまでの調査研究で得られた学年教員の共通理解のポイントを参考までに留意点として示します。

何を持って主体的とするか、共有しましたか、また、子供たちに示しましたか

取り組む内容は教科や担任に任せますか、学年で統一した取組を行いますか
ウ

何をもって学校が楽しいとするのか、学年教員で共通理解が図られていますか
ア

アに関連してイ～エでこだわる項目を設定する必要がないか、話し合われましたか

楽しいと感じさせるのは行事中心か、授業までつなげるのか、話し合われましたか

主体的な取組には、居場所づくりより絆づくりが重要だと共有できていますか
イ

ウとエを選んだ場合、ウからエへとつなげますか、それとも逆、または同時ですか。

人

人

１年後の３月には、10人

に聞いたら何人が「あて

はまる」と答えるような

学年を目指しますか。

（こだわる項目のみ）

数値目標（学年メモ）

設定しない

人

人みんなで何かをするのは楽しい

学校が楽しい

ウ 授業に主体的に取り組んでいる

エ 授業がよくわかる

理由（学年メモ）

目標

こだわる項目に○（１～２項目）

ア 学校が楽しい

イ

課題

こだわる項目に○（１～２項目）

ア 学校が楽しい

イ みんなで何かをするのは楽しい

ウ 授業に主体的に取り組んでいる

エ 授業がよくわかる

前3月 7月 12月 3月

学校 第

みんなで何かをするのは楽しい

授業に主体的に取り組んでいる

授業がよくわかる

ア

イ

ウ

エ

「あてはまる」と回答した子供の割合

意識調査項目

点検

学年 記入者

㆑

㆑

鉛筆書き、ア～エの項目につい
て、それぞれの「あてはまる」
の割合を％で記入する。

鉛筆書き、ア～エの項目の
うち１～２項目を選んだ理
由を書き留めておく。

鉛筆書き、設定しない場合は○をつける。

設定する場合は、学年教員で協
議し、その結果を10までの数値
で記録する。
（基本的には学年どまりの数値
目標）

（別添） 「欠席日数調査表」活用ガイド④ 備忘録の例


